
令和３年度 第１回千曲市教育振興審議会 次第 

 

期日：令和３年９月 24日(金)午後 1時 30分 

場所：千曲市役所 301会議室ＢＣ 

（委嘱書机上） 

 

１ 開 会 

 

２ 教育長あいさつ 

 

３ 会長あいさつ 

 

４ 会議事項 

(1)令和２年度事業実績の説明及び意見・提言の聴取 

【教育総務課】 

① 部活動指導員設置事業 

② 情報教育センター運営事業 

③ 外国語指導助手招致事業 

④ 高校再編 

【生涯学習課】 

⑤ 東京オリンピック・パラリンピックホストタウン事業 

⑥ 更埴図書館復旧事業 

【文化課】 

⑦ 更埴文化会館施設復旧工事 

【歴史文化財センター】 

⑧ 松田家資料整備事業 

⑨ 重要伝統的建造物群保存地区保存推進事業 

【スポーツ振興課】 

⑩ スポーツクラブ inちくま 

⑪ スポーツ施設災害復旧事業 

⑫ 第６回千曲川ハーフマラソン 

【第１学校給食センター】 

⑬ 学校給食費徴収事務事業 

 

(2)その他 

 

５ 閉 会 



千曲市教育振興審議会委員 

                                     （敬称略） 

氏   名 役 職 等 備   考 

宮
みや

﨑
ざき

 樹夫
みきお

 【会長】信州大学教育学部長 （学識経験者） 

浅井
あさい

 かよ子
こ

 千曲市校長会 会長 （東小学校長） 

北沢
きたざわ

 芳
よし

洋
ひろ

 中学校長 代表 （屋代中学校長） 

矢島
やじま

 広幸
ひろゆき

 【幹事】更埴ＰＴＡ連合会 会長 （埴生小学校ＰＴＡ） 

長門
ながと

 和美
かずみ

 更埴ＰＴＡ連合会 副会長 （治田小学校ＰＴＡ） 

中島
なかじま

 秀
しゅう

治
じ

 千曲市公民館運営協議会 会長 （生涯学習推進団体） 

塚田
つかだ

 訓
くに

好
よし

 特定非営利活動法人 千曲市ｽﾎﾟｰﾂ協会 会長 （スポーツ振興団体） 

亀山
かめやま

 正明
まさあき

 千曲市文化芸術協会 会長 （文化振興団体） 

久保田
く ぼ た

 英雄
ひでお

 元県生涯学習文化財課指導主事 （歴史文化学識経験者） 

君島
きみじま

 一宇
かずいえ

 【副会長】一般公募 （公募） 

滝沢
たきざわ

 祐子
ゆうこ

 一般公募 （公募） 

田島
たじま

 仁
ひとし

 【幹事】一般公募 （公募） 

（任期：令和３年９月２４日～令和４年１０月３１日） 

 

 事務局： 教育部長  島田 栄一           教育総務課長  高野 昌一 

       生涯学習課長  松崎 高志          スポーツ振興課長  滝沢 資之 

文化課長  湯井 勉            歴史文化財センター所長  稲玉 修治 

       第１給食センター所長  林 欣克     第２給食センター所長  牧 健一 

教育総務課 指導主事 山根 義夫     教育総務課 総務係長  伊藤 和也 
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事 業 名 部活動指導員設置事業 担当課名 教育総務課 

教育振興基本計画 基本目標Ⅰ  施策１-１ 

事 業 費 主要な施策の成果等 
 

決 算 額（円） 

2,971,440 

節 別 内 訳（円） 

報酬 2,043,825 

給料､ 

職員手当等 
871,215 

報償費  

旅費 56,400 

需用費  

役務費  

委託料  

使用料及び 

賃借料 
 

工事請負費  

原材料費  

公有財産 

購入費 
 

備品購入費  

負担金､補助 

及び交付金 
 

扶助費  

補償､補填 

及び賠償金 
 

公課費  

 

財 源 内 訳（円） 

国庫支出金  

県支出金  

地方債  

その他  

一般財源 2,971,440 

 

 

【事業目的】 

教員の部活動による負担を軽減するため、部活動指導員を

配置し、学校における働き方改革を推進する。 

 

 

【実績】 

中学校の部活動指導の充実と教員の負担軽減を図ること

を目的に、令和元年度から部活動の顧問を行う「部活動指導

員」を配置した。 

令和２年度は５人を配置した。 

・屋代中学校…ソフトテニス部（年間 163時間） 

・埴生中学校…バレーボール部（年間 288時間） 

・更埴西中学校…バレーボール部（年間 363時間） 

・戸倉上山田中学校…剣道部（年間 172時間） 

陸上部（年間 304時間）  

 

 

【成果等】 

部活動指導員の配置により、生徒は専門的な指導を受ける

ことが可能となった。 

教員にとっても、部活動指導員が大会等の引率を行うこと

ができることから、負担軽減につながっており、働き方改革

を推進することができた。    

 

 

【今後の方向性】 

学校現場のニーズに対して、指導員の人材不足、予算措置

が課題となっており、国の方針も踏まえながら、総合的に学

校現場の働き方改革を推進できる方策を研究していく。 
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事 業 名 情報教育センター運営事業 担当課名 教育総務課 

基本目標Ⅰ  施策１-１ 

事 業 費 主要な施策の成果等 
 

決 算 額（円） 

7,377,140 

節 別 内 訳（円） 

報酬  

給料､ 

職員手当等 
538,100 

報償費  

旅費  

需用費  

役務費  

委託料  

使用料及び 

賃借料 
 

工事請負費  

原材料費  

公有財産 

購入費 
 

備品購入費  

負担金､補助 

及び交付金 
6,839,040 

扶助費  

補償､補填 

及び賠償金 
 

公課費  

 

財 源 内 訳（円） 

国庫支出金  

県支出金  

地方債  

その他  

一般財源 7,377,140 

 

 

【事業目的】 

複雑化する学校事務の効率化を目指し、新しい校務支援事

務システムについて県が共同調達するのを機に移行利用し

て、学校の働き方改革の一つになることを目的とする。 

 

 

【実績】 

従来のシステムが提供終了となり、県の共同調達にて令和

２年度に移行利用を開始した。教職員に対し従前のシステム

からの変更点及び効率的になった点を重点的に周知し、シス

テム操作・理解を促進した。 

 

 

【成果等】 

従来それぞれの様式で行っていた通知表・アンケート・連

絡の機能が充実しており、市内の学校だけでなく県内の学校

でも共有が容易になった。 

また、県内自治体の多くが同じシステムを使用しているこ

とから、教員が異動先ですぐ業務に入れるようになり、教員

の事務負担軽減につながった。 

 

 

【今後の方向性】 

保健の機能のみ令和３年度提供開始のため、担当教員の早

期のシステム理解を進める。 
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事 業 名 外国語指導助手招致事業 担当課名 教育総務課 

基本目標Ⅰ  施策１-１ 

事 業 費 主要な施策の成果等 
 

決 算 額（円） 

25,211,815 

節 別 内 訳（円） 

報酬 20,937,216 

給料､ 

職員手当等 
3,229,047 

報償費  

旅費 1,038,520 

需用費 7,032 

役務費  

委託料  

使用料及び 

賃借料 
 

工事請負費  

原材料費  

公有財産 

購入費 
 

備品購入費  

負担金､補助 

及び交付金 
 

扶助費  

補償､補填 

及び賠償金 
 

公課費  

 

財 源 内 訳（円） 

国庫支出金  

県支出金  

地方債  

その他  

一般財源 25,211,815 

 

 

【事業目的】 

小学校では令和２年度から新学習指導要領が実施となり、

３年生から外国語活動が始まる。また、中学校では令和３年

度から新学習指導要領が実施となり、コミュニケーション能

力の養成が図られることから、外国語教育の一層の充実と異

文化への興味関心を高めるため、外国語指導助手（ALT）を

適正に配置する。 

 

 

【実績】 

小学校での外国語の教科化に伴い、小学校における ALT

の３名体制を継続し、中学校でも対話的活動を重視するた

め、今までの３名から１名増員し、４名体制とした。 

 保育園への ALTの派遣は、新型コロナウイルスの影響によ

り派遣を見合わせた。 

 

 

【成果等】 

中学校の ALTを１名増員したことにより、各校に ALTが常

時在中し、継続的に授業を行えることから、昨年度より生徒

が ALTの生きた英語と接する機会が増加した。 

また、小学校でも、全学校、全学年で ALTによる授業を実

施し、子どもたちが英語に親しむことができた。さらに、５・

６年生に関しては、専科教員とのチームティーチングを行う

ことで、より効果的に英語のインプットに働きかける授業を

行うことができた。 

 

 

【今後の方向性】 

新学習指導要領の趣旨を踏まえた ALT の指導力向上のた

めの効果的な方法について検討する。 
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事 業 名 高校再編 担当課名 教育総務課 

基本目標Ⅰ  施策１-１ 

事 業 費 主要な施策の成果等 
 

決 算 額（円） 

991,857 

節 別 内 訳（円） 

報酬 927,957 

給料､ 

職員手当等 
 

報償費  

旅費 63,900 

需用費  

役務費  

委託料  

使用料及び 

賃借料 
 

工事請負費  

原材料費  

公有財産 

購入費 
 

備品購入費  

負担金､補助 

及び交付金 
 

扶助費  

補償､補填 

及び賠償金 
 

公課費  

 

財 源 内 訳（円） 

国庫支出金  

県支出金  

地方債  

その他  

一般財源 991,857 

 

 

【事業目的】 

長野県による高等学校再編成の対象となる「屋代南高校」

について、県に働きかけを行い、「多部制・単位制高校」に

転換し、多様な学びを提供できる高校として、引き続き存

続・発展させる。 

 

 

【実績】 

旧第４通学区「高校の将来像を考える地域の協議会」の第

３回から第５回に出席し、屋代南高校の存続に結び付けた意

見を述べた。 

また、屋代南高校同窓会役員と懇談し意向確認を行い、千

曲市関係協議会委員とも意見交換を行った。 

 なお、「屋代南高校を発展させる会」の役員と総会開催に

向けた準備を行った。 

 

 

【成果等】 

 「協議会」においては、ほぼ同一歩調での討論を展開でき

た。 

 また、同窓会役員と「発展させる会」役員に対して、「協

議会」の進捗状況と今後の展開についての理解を得ることが

できた。 

 

 

【今後の方向性】 

 「協議会」の意見書の中に、多部制・単位制と総合技術高

校内に新学科の設置が盛り込まれるかどうか、また、「発展

させる会」から県に提出予定の提言書が多方面の理解を得ら

れるかが課題である。 
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事 業 名 東京オリンピック・パラリンピックホストタウン事業 担当課名 生涯学習課 

基本目標Ⅰ  施策２-１ 

事 業 費 主要な施策の成果等 
 

決 算 額（円） 

2,818,622 

節 別 内 訳（円） 

報酬  

給料､ 

職員手当等 
2,690,500 

報償費  

旅費  

需用費 18,122 

役務費  

委託料  

使用料及び 

賃借料 
110,000 

工事請負費  

原材料費  

公有財産 

購入費 
 

備品購入費  

負担金､補助 

及び交付金 
 

扶助費  

補償､補填 

及び賠償金 
 

公課費  

 

財 源 内 訳（円） 

国庫支出金  

県支出金  

地方債  

その他  

一般財源 2,818,622 

 

【事業目的】 

2020東京オリパラ競技大会を契機に、ホストタウンとし 

てハンガリーとの交流を深め、市民の国際感覚を涵養し、観

光地としてのインバウンドへの対応力を高め、かつ海外の豊

かな文化・芸術を享受し、市民が住んでいる地域に誇りがも

てるような運営に努める。 

 

【実績】 

・10月 15日～1月 30日 

「ホストタウン写真リレー」 

  市役所マルチルーム他 

 

・10月 11日ハンガリー映画「リザとキツネと恋する死者た

ち」上映会 

戸倉創造館 参加者 35名 

 

ほか、ホストタウン事業等の情報収集やハンガリー卓球代

表選手団の事前合宿マニュアル（新型コロナウイルス対策を

含む）の作成、オリパラ期間中のコミュニティライブサイト

等の準備を行ってきた。 

 

【成果等】 

新型コロナウイルスの影響によりオリパラの開催が 1 年

間延期となったため、当初計画していたイベント等は開催す 

ることができなかった。 

 

【今後の方向性】 

 新型コロナウイルスの影響により、相手国から事前合宿中

止の連絡があり、市内での交流事業は中止となったが、大会

に出場するハンガリー選手の応援など、様々な交流を進め、

ハンガリーとの親交を深めていく。 
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事 業 名 更埴図書館復旧工事 担当課名 生涯学習課（更埴図書館） 

基本目標Ⅰ 施策２-１ 

事 業 費 主要な施策の成果等 
 

決 算 額（円） 

9,652,700 

節 別 内 訳（円） 

報酬  

給料､ 

職員手当等 
538,100 

報償費  

旅費  

需用費 7,150,000 

役務費 4,400 

委託料  

使用料及び 

賃借料 
 

工事請負費 1,960,200 

原材料費  

公有財産 

購入費 
 

備品購入費  

負担金､補助 

及び交付金 
 

扶助費  

補償､補填 

及び賠償金 
 

公課費  

 

財 源 内 訳（円） 

国庫支出金  

県支出金  

地方債 7,100,000 

その他  

一般財源 2,552,700 

 

 

【事業目的】 

令和元年東日本台風災害により被災した更埴図書館の施

設機能復旧。なお、利用者への図書館サービスは仮設により

継続する。 

 

【実績】 

・修繕費 7,150,000円 

（内容） 

令和元年東日本台風災害により水没した更埴図書館のエ

レベーターの修繕を行った。 

 

・役務費   4,400円 

（内容） 

上記エレベーターの修繕に先立ち、電源設備の点検を行っ

た。 

 

・工事請負費 1,960,200円 

 エアコン設置工事 1,844,700円 

 仮設図書館ネット配線工事 115,500円 

（内容） 

更埴文化会館と共用している空調設備の仮復旧を行った。

また、図書館機能は南隣の旧ちくま農協杭瀬下支所へ移転

し、令和 3年 3月 2日より仮設更埴図書館として開館してい

るが、その準備として、インターネット回線の敷設を行った。 

 

【成果等】 

エレベーターは令和 2年 6月 30日に修繕完了。同年 7月

1 日より供用を再開し、図書館利用者の便益の回復を行っ

た。空調設備の仮復旧は令和 2年 6月 12日に、仮設図書館

ネット回線の敷設は令和 3年 2月 16日にそれぞれ完了し、

災害復旧中の継続的な図書館サービスの提供を実現した。 

 

【今後の方向性】 

更埴図書館の災害復旧工事の完了後、仮設更埴図書館から

の移転作業が生じるが、できる限り遅延なく実施する。 
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事 業 名 更埴文化会館施設復旧工事 担当課名 文化課 

基本目標Ⅰ  施策２-３ 

事 業 費 主要な施策の成果等 
 

決 算 額（円） 

305,430,500 

節 別 内 訳（円） 

報酬  

給料､ 

職員手当等 
2,690,500 

報償費  

旅費  

需用費  

役務費  

委託料  

使用料及び 

賃借料 
 

工事請負費 297,680,000 

原材料費  

公有財産 

購入費 
 

備品購入費 5,060,000 

負担金､補助 

及び交付金 
 

扶助費  

補償､補填 

及び賠償金 
 

公課費  

 

財 源 内 訳（円） 

国庫支出金  

県支出金  

地方債 294,200,000 

その他  

一般財源 11,230,500 

 

 

【事業目的】 

 令和元年東日本台風により被災した更埴文化会館の施設

機能復旧。 

 

【実績】 

① 更埴文化会館施設災害復旧工事監理業務委託 

契約：令和 3年 2月 4日 ㈱アーキプラン 

契約額：15,510,000円 

工期：令和 3年 2月 4日～令和 4年 1月 31日 

 

② 更埴文化会館施設災害復旧 建築主体工事 

契約：令和 3年 2月 3日 中信建設㈱ 

契約額：294,800,000円 

工期：令和 3年 2月 3日～令和 4年 1月 28日 

 

③ 更埴文化会館施設災害復旧 機械設備工事 

契約：令和 3年 2月 3日 ㈱石井工務所 

契約額：472,780,000円（前払額：189,000,000円） 

工期：令和 3年 2月 3日～令和 4年 1月 28日 

 

④ 更埴文化会館施設災害復旧 電気設備工事 

契約：令和 3年 2月 3日 ㈱峰村電気商会 

契約額：271,700,000円（前払額：108,680,000円） 

工期：令和 3年 2月 3日～令和 4年 1月 28日 

 

⑤ 更埴文化会館大型楽器（打楽器）購入事業 

契約：令和 2年 10月 29日 ㈲西沢楽器 

契約額：5,060,000円 

納入期限：令和 3年 2月 26日 

 

【成果等】 

 工事着手後、順調に進捗している。 

・工事監理業務…立会、調査、確認、報告、指導を実施 

・建築主体工事…仮囲い、地下配管及び仕上げ材撤去 

・機械設備工事…調査、配管マーキング、ピット配管撤去 

・電気設備工事…機器電源切離し、2階照明器具取外し 

・大型楽器購入…令和 3年 2月 2日購入済 

 

【今後の方向性】 

 工期は令和 4年 1月、順調に工事を進めていく。 

また、4月の開館に向け令和3年7月から予約受付を開始。 
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事 業 名 松田家資料整備事業 担当課名 歴史文化財センター 

基本目標Ⅱ  施策１-１ 

事 業 費 主要な施策の成果等 
 

決 算 額（円） 

13,914,897 

節 別 内 訳（円） 

報酬  

給料､ 

職員手当等 
5,381,000 

報償費 49,450 

旅費 17,800 

需用費 439,711 

役務費 143,786 

委託料 7,722,880 

使用料及び 

賃借料 
160,270 

工事請負費  

原材料費  

公有財産 

購入費 
 

備品購入費  

負担金､補助 

及び交付金 
 

扶助費  

補償､補填 

及び賠償金 
 

公課費  

 

財 源 内 訳（円） 

国庫支出金  

県支出金  

地方債  

その他 3,000,000 

一般財源 10,914,897 

 

 

【事業目的】 

・千曲市歴史的風致維持向上計画に基づき、八幡地区の活 

 性化を図るため、県史跡等に指定されている松田家の整 

 備を行う。 

・日本遺産の構成文化財の一つである松田家の建物を整備

し、史料を広く公開して活用を図る。 

 

【実績】 

・平成 29年９月の火災で焼損した松田家主屋等修理の実施 

設計を令和１、２年度債務負担行為により実施した。 

・松田家主屋等修理工事を令和２、３年度債務負担行為に 

 より、修理工事に着手した。 

・工事は、令和２年 12月 28日に着工し、令和３年 12月 22

日にしゅん工予定である。 

・火災原因者への損害賠償請求については、金 5,000,000

円の支払いを受けることで、和解が成立した。 

 

【成果等】 

・松田家主屋等修理工事の着手により、令和４年度に博物 

 館施設として一般開放を行う準備態勢が整うこととなっ 

た。 

 

【今後の方向性】 

・令和４年度の一般公開に向けて、施設名称、展示・運営 

 方針等、管理体制の検討を行う。 

・防災施設や外構等、一般公開のために必要となる施設の 

 整備を図る。 

・日本遺産の構成文化財の一つとして、松田家周辺の整備 

 に向けた検討を行う。 

 

 

 

 

 

 



令和２年度 主要な施策の成果に関する説明書 

- 9 - 

 

 

事 業 名 重要伝統的建造物群保存地区保存推進事業 担当課名 歴史文化財センター 

基本目標Ⅱ  施策１-１ 

事 業 費 主要な施策の成果等 
 

決 算 額（円） 

27,752,878 

節 別 内 訳（円） 

報酬 56,700 

給料､ 

職員手当等 
5,381,000 

報償費  

旅費 31,180 

需用費  

役務費  

委託料 2,054,998 

使用料及び 

賃借料 
306,000 

工事請負費  

原材料費  

公有財産 

購入費 
 

備品購入費  

負担金､補助 

及び交付金 
19,923,000 

扶助費  

補償､補填 

及び賠償金 
 

公課費  

 

財 源 内 訳（円） 

国庫支出金 9,940,000 

県支出金 596,000 

地方債  

その他  

一般財源 17,216,878 

 

 

【事業目的】 

・重要伝統的建造物群保存地区に選定された、稲荷山地区 

 の伝統的な建造物等の修理、修景事業に補助を行い、環 

 境整備を図る。 

・稲荷山地区活性化の核となる施設の整備に向け、地区全 

 体の整備計画の作成を令和２、３年度の２か年で作成す 

 る。 

 

【実績】 

・伝統的建造物等５件の修理事業に補助を行った。 

・環境整備のため、非伝統的工作物１件の新築修景事業に 

 補助を行った。 

・稲荷山地区の修理修景事業実施に係るガイドライン作成 

 のため、地区の特徴的な建造物２件の調査を工学院大学 

 に委託して実施した。 

 

【成果等】 

・修理事業の実施により、伝統的な建造物が本来の姿を取 

 り戻すことができた。 

・平成 27年度から実施している本事業による修理修景物 

 件は 15件となった。 

・稲荷山地区活性化の中心施設としての整備を計画してい 

 いる「鍵の手」について、整備の基本となる地区の建物 

 調査を実施した。 

 

【今後の方向性】 

・今後も伝統的建造物群保存地区における修理修景事業を 

 進め、重伝建地区の保存整備を図る。 

・稲荷山地区の全体整備構想を作成し、地区の活性化を図 

 るための整備を実施する。 
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事 業 名 スポーツクラブ inちくま 担当課名 スポーツ振興課 

基本目標Ⅰ  施策２-２ 

事 業 費 主要な施策の成果等 
 

決 算 額（円） 

1,345,250 

節 別 内 訳（円） 

報酬  

給料､ 

職員手当等 
1,345,250 

報償費  

旅費  

需用費  

役務費  

委託料  

使用料及び 

賃借料 
 

工事請負費  

原材料費  

公有財産 

購入費 
 

備品購入費  

負担金､補助 

及び交付金 
 

扶助費  

補償､補填 

及び賠償金 
 

公課費  

 

財 源 内 訳（円） 

国庫支出金  

県支出金  

地方債  

その他  

一般財源 1,345,250 

 

 

【事業目的】 

障がいのある方、支援学級に通っている運動が苦手な方

が、家族や介助者と一緒に気軽にスポーツを楽しめる環境を

整備する。また、障がい者スポーツへの理解や指導方法を学

び、支援者の人材育成を図る。 

 

 

 

【実績】 

障がい者スポーツ支援センター長野「サンスポートなが

の」と連携し、「スポーツクラブ inちくま」（スポーツ体験

会）を計 5回開催。障がい者およびサポートスタッフで延べ

99 名の参加があり、ショートテニス、ブラインドテニス、

バドミントン、サッカー、バスケットボールなどのスポーツ

を、障がいのある方に体験してもらった。また、障がいのあ

る方のスポーツ活動を支援する「サポートスタッフ講習会」

も体験期間中に 2回開催し、延べ 16名の参加があった。 

     

 

 

【成果等】 

「スポーツクラブ inちくま」および「サポートスタッフ

講習会」を開催することにより、障がい者がスポーツに親し

む機会の増加、障がい者スポーツの支援者育成を図ることが

できた。 

    

 

 

【今後の方向性】 

今後も継続して「スポーツクラブ inちくま」および「サ

ポートスタッフ講習会」を開催し、障がい者スポーツの振興

を図る。また、2028 年全国障がい者スポーツ大会のボッチ

ャ競技が千曲市で開催されることから、ボッチャ競技を通じ

た障がい者スポーツの振興策も推進する。 
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事 業 名 スポーツ施設災害復旧事業 担当課名 スポーツ振興課 

基本目標Ⅰ  施策２－２ 

事 業 費 主要な施策の成果等 
 

決 算 額（円） 

45,933,100 

節 別 内 訳（円） 

報酬  

給料､ 

職員手当等 
1,076,200 

報償費  

旅費  

需用費  

役務費 231,000 

委託料 111,100 

使用料及び 

賃借料 
 

工事請負費 44,514,800 

原材料費  

公有財産 

購入費 
 

備品購入費  

負担金､補助 

及び交付金 
 

扶助費  

補償､補填 

及び賠償金 
 

公課費  

 

財 源 内 訳（円） 

国庫支出金  

県支出金  

地方債 41,500,800 

その他  

一般財源 4,432,300 

 

 

【事業目的】 

台風 19号により、被災したスポーツ施設を復旧する。 

 

 

【実績】 

1.千本柳運動場災害復旧工事 

竣工日   令和 3年 3月 12日 

契約額   39,523,000円 

施工業者  更埴建設株式会社 

 

2.東部テニスコート復旧工事 

竣工日   令和 2年 11月 30日 

契約額    1,977,800円 

施工業者  株式会社峰村電気商会 

 

3.戸倉体育館器具倉庫解体工事 

竣工日   令和 2年 12月 21日 

契約額    3,014,000円 

 

4.役務費、委託料等  

支出額     342,100円 

 

 

 

【成果等】 

当初予定していた工期内で工事が完了した。 

利用休止していた千本柳運動場は、工事完了前に、予約の

開始日、利用再開日の周知を行い、スムーズに再開すること

ができた。 

 

 

【今後の方向性】 

定期的に維持管理を行う。 
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事 業 名 第6回千曲川ハーフマラソン 担当課名 スポーツ振興課 

基本目標１ 施策２-２ 

事 業 費 主要な施策の成果等 
 

決 算 額（円） 

7,804,800 

節 別 内 訳（円） 

報酬  

給料､ 

職員手当等 
4,304,800 

報償費  

旅費  

需用費  

役務費  

委託料  

使用料及び 

賃借料 
 

工事請負費  

原材料費  

公有財産 

購入費 
 

備品購入費  

負担金､補助 

及び交付金 
3,500,000 

扶助費  

補償､補填 

及び賠償金 
 

公課費  

 

財 源 内 訳（円） 

国庫支出金  

県支出金  

地方債  

その他  

一般財源 7,804,800 

 

 

【事業目的】 

市民の健康増進、観光振興およびスポーツ振興に資するこ

とを目的として開催する。また、ボランティアスタッフによ

る大会のサポート、市民および関係者による沿道での応援を

通じて、スポーツを「支える」「観る」きっかけ作りとする。 

 

 

 

【実績】 

新型コロナウイルスの感染拡大により、大会の開催を中止

とした。2年連続の中止となったため、大会への関心が途切

れないように、代替イベントとして千曲川沿いランニングコ

ースを使用した「千曲 RUNスタンプラリー」を実施。スタン

プラリー達成者は 178名で、記念品としてリストバンドを贈

呈した。 

 

 

 

【成果等】 

代替イベントに参加いただき、千曲川沿いランニングコー

スを走っていただいた方はもちろん、TV 番組・新聞・雑誌

等で広報をしたことで、多くの方に千曲川ハーフマラソンお

よび千曲市の PRをすることができた。 

    

 

 

【今後の方向性】 

開催日程を 5月から 11月に変更したり、温泉街を通るコ

ースに変更するなど参加者増加を目指した工夫をしている

が、2年連続の中止となっている。今後も大会実行委員会に

おいて更なる改善策を検討し、ランナーに選ばれる大会とな

るよう魅力向上に努める。 
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事 業 名 学校給食費徴収事務事業 担当課名 第1学校給食センター 

基本目標Ⅰ  施策１-２ 

事 業 費 主要な施策の成果等 
 

決 算 額（円） 

3,602,159 

節 別 内 訳（円） 

報酬  

給料､ 

職員手当等 
2,690,500 

報償費  

旅費  

需用費 132,359 

役務費 256,800 

委託料  

使用料及び 

賃借料 
 

工事請負費  

原材料費  

公有財産 

購入費 
 

備品購入費  

負担金､補助 

及び交付金 
522,500 

扶助費  

補償､補填 

及び賠償金 
 

公課費  

 

財 源 内 訳（円） 

国庫支出金  

県支出金  

地方債  

その他  

一般財源 3,602,159 

 

 

【事業目的】 

学校における働き方改革の一環として、給食費徴収システ

ムを導入し、教員の事務負担の軽減を図る。 

 

【実績】 

・令和 2年 7月 

学校徴収金管理システム構築・運用保守業務キックオフ 

会議 

・令和 2年 8月 

令和 3 年度入学児童保護者への給食費集金に係るお知ら

せ（保護者通知） 

・令和 2年 10月～11月 

給食費徴収システム構築打合せ 

・令和 2年 11月 

規則整備「千曲市学校給食費徴収に関する規則」 

金融機関との口座振替実施に係る契約締結 

給食費口座振替依頼書提出依頼（令和 3年度入学児童保護

者他） 

・令和 3年 1月 

給食費集金事務移管のお知らせ（在校生保護者通知） 

学校から市への給食費振替口座情報の引継ぎに係るお知

らせと同意書の提出依頼（在校生保護者通知） 

・令和 3年 2月 

教職員の給食費振替口座登録依頼（教職員等） 

・令和 3年 4月～5月（以下、令和 3年度事業） 

システムに登録した口座情報の確認作業    

令和 3年度給食費の納入期限日（口座振替日）のお知らせ

（保護者通知） 

・令和 3年 5月 

口座振替データ読み取りテスト（各金融機関） 

第 1回口座振替実施 

 

【成果等】 

給食費徴収システムの導入が完了し、教員の事務負担の軽

減が図られた。 

 

【今後の方向性】 

給食費事務処理マニュアルを整備するとともに、業務を実

施する中でノウハウを蓄積し、随時処理方法や手順等の修正

と改善を図る。 

 


